
一 般 質 問 発 言 通 告 表 
 

向日市議会 令和７年第３回定例会 

令和７年９月５日 

    
質問順 

   

  
会  派  名 

氏     名 
  

    
質  問  事  項 （要  旨） 

   

１ 
自 民 ク ラ ブ 

米 澤 知 紀 

１ 市民に親しまれる道路名・ランドマークの情報活用につい  

  て 

２ 竹のまち向日市におけるシナチクノメイガ被害の実態と今 

後の対応について 

３ 本市におけるひきこもり支援職員の専門性向上について 

４ 成人式におけるインクルーシブな環境整備について 

５ 前田地下道西側交差点における信号機設置について 

２ 
公 明 党 議 員 団 

冨 安 輝 雄 

１ 市民の命と暮らしを守るための道路陥没リスク対策と市民 

協働の仕組みづくりについて 

２ ＡＥＤの活用環境整備について 

３ 
ＭＵＫＯクラブ 

和 島 一 行 

１ ペット同行避難について 

２ 老人福祉センター琴の橋、他について 

３ 学校における安全対策について 

４ 
明 日 の 向 日 

杉 谷 伸 夫 

１ （仮）京都アリーナ計画の現状について市長の見解を伺う 

２ 小中学校の改築・長寿命化対策について 

３ 向日市マンション管理適正化推進計画について 

５ 
日本共産党議員団 

丹 野 直 次 

１ タケの葉を白変させる害虫被害から農家を支援することに

ついて 

２ 競輪場再整備とアリーナ建設問題について 

３ ぐるっとむこうバス敬老乗車証を実現することについて 

６ 
日本維新の会 無所属の会 

長谷川   愛 

１ 手話施策推進について 

２ 防災・避難所開設訓練について 

７ 
ＭＵＫＯクラブ 

近 藤 宏 和 

１ まちづくりについて 

２ ふるさと納税について 

３ ５歳児健診について 

８ 
明 日 の 向 日 

林   リ エ 

１ 市民活動が豊かな向日市へ！自治会（自主防災会・市民防

災士）市民活動（かけはし）の在り方について 

２ 災害にも強いまちを目指して（・個別避難計画・福祉避難

所・避難所開設・自宅避難者との連携について） 

９ 
日本共産党議員団 

北 林 智 子 

１ 酷暑が続く夏場の熱中症対策について 

２ 小中学校の給食無償化などについて 

３ 子どもの医療費を高校卒業までの通院分も無料にすること 

について 

４ 障がい者の就労施設通所の交通費助成をすることについて 



１０ 
日本維新の会 無所属の会 

青 山 まゆみ 

１ 京都府の医療機関等経営改善支援事業費について 

２ 生活保護の実情について 

３ ハチの対策について 

１１ 
日本共産党議員団 

米 重 健 男 

１ タワーマンションについて 

２ まちづくり協議会について 

３ 防災について 

１２ 
日本維新の会 無所属の会 

松 本 みゆき 

１ 向日区の楠の大木の安全対策について 

２ 留守家庭児童会へ入会できない世帯への支援と子どもの居

場所の確保について 

３ 子どもの育てにくさ・子どもの虐待防止等について 

４ プレコンセプションケアと教育的アプローチについて 

１３ 
日本維新の会 無所属の会 

村 田 光 隆 

１ マダニにご注意を 

２ 新型コロナウィルス「ニンバス」への注意喚起を 

３ Windows10 のサポート期限が近づいてきた 

 
 



傍聴者 配布資料 

一般質問通告書（総括・分割） 

質問者氏名 米澤知紀 所属会派名 自民クラブ 

表題 質問事項（質問の要旨） 

１． 

市民に親しまれる道路名・ラン

ドマークの情報活用について 

 

 

 

市民に親しまれている道路の通称名やランドマーク

を整理し、各部署の情報を集約した形でホームページ上

にコンテンツを作成・公開することについて本市の見解

を伺う。 

 

 

 

 

 

２． 

竹のまち向日市におけるシナ

チクノメイガ被害の実態と今

後の対応について 

 

 

 

シナチクノメイガによる竹林被害は、2024年春以降、

乙訓地域を中心に急速に拡大している。 

①本市におけるシナチクノメイガ被害の実態について、

また、たけのこ農家、竹材産業を含めた地域産業への対

策・補償について伺う 

②本市として産学官の連携をどのように進めていくの

か伺う 

③観光竹林を含めた景観保全に向けて、本市の取り組み

について伺う 

 

 

 

 

 

 

３． 

本市におけるひきこもり支援

職員の専門性向上について 

 

 

 

ひきこもり支援は、都道府県から市区町村への実施主

体の移行が進んでおり、身近な地域で訪問や相談などの

支援を受けられる体制の整備が求められている。その中

で、市区町村の担当職員の支援力、特に専門性向上が一

層必要である。 

そこで、本市でのひきこもり支援に関わる職員の専門

性向上をどのように進めているのか伺う。 
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４． 

成人式におけるインクルーシ

ブな環境整備について 

 

 

乙訓地域では、障害のある方々を対象とした「手作り

の成人を祝う会」が長年実行委員会方式で開催されてき

たが、本年 1月をもって終了となり、来年からは「はた

ちの集い」に参加することとなる。 

そこで、「はたちの集い」において障害のある方が安

心して参加できるようにするための本市の対策、並びに

実行委員会などからの知見や情報をどのように収集し、

活用しているのかについて伺う。 

 

 

 

 

５． 

前田地下道西側交差点におけ

る信号機設置について 

 

 

 

本市では都市基盤の整備が着実に進められ、市民生活

の利便性が向上している一方で、新たな交通安全上の課

題も顕在化している。 

そこで、前田地下道西側交差点の信号機設置につい

て、乙訓土木事務所のこれまでの動きと今後の対応、な

らびに近隣住民への説明会開催予定について市の見解

と今後の対応を伺う。 
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一般質問通告書（総括質問） 
 

質問者氏名 冨安輝雄 所属会派名 公明党議員団 

表題 質問事項（質問の要旨） 

1. 市民の命と暮らしを守る

ための道路陥没リスク対

策と市民協働の仕組みづ

くりについて 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

1. 国交省調査を踏まえた本市の道路陥没リスクに

対する認識について。 
 

2. 市道を対象とした独自のリスク把握を進める考

えがあるか。 
 
3. 過去の一般質問で取り上げた道路空洞調査につ

いて、補助金に依存せず、市として調査計画を策

定する考えはあるか。また、乙訓圏域での広域共

同調査や他市事例の活用によるコスト削減につ

いての見解は。 
 
4. 市民通報のデジタル化（写真・位置情報の活用）

を導入し、市民と協働した道路陥没リスク対応の

仕組みを構築すべきではないか。 
 
5. 令和６年第１回定例会から１年半を経過した現

時点での状況について、以下を伺う。 
 

(1) 半田市や長岡京市をはじめとする他市への

調査・聞き取りは実施されたのか。実施済み

であれば、その内容と本市としての分析結果

は。 
(2) 当時「年間約 720 件」との答弁があった市民

通報について、この１年半での件数や内容の

変化はあったのか。また、通報手段において

電話以外の割合は変化したのか。 
(3) 災害時に市民から写真付きで被害情報を収

集できる仕組みの有効性について、本市の災

害対応における活用可能性の見解は。 
(4) 半田市の「マイレポはんだ」や長岡京市の公

式 LINE 以外にも新たな事例やシステムが

他自治体で導入されていると思うが、本市と



傍聴者 配布資料 
して調査は行ったのか。その結果を踏まえた

導入方針、または今後の見通しは。 
 

2. AED の活用環境整備につ

いて 
 
 
 
 
 

1. AED 収納ケースへの三角巾の配備について 
三角巾をAED収納ケースに備える自治体が増加

している。プライバシー保護や応急処置に有効で

あり、本市においても導入を検討すべきと考える

が、見解を伺う。 
 

2. 小中学校の AED 屋外設置について 
救命には迅速な対応が求められる。学校周辺での

緊急時に備え、屋外への AED 設置を推進すべき

と考えるが、所見を伺う。 
 

3. AED の点検・維持管理体制の強化について 
AED の信頼性確保には、定期的な点検と情報公

開が不可欠である。本市の現状と、体制強化に向

けた取組について伺う。 
 

4. 学校教育における AED 学習の充実について 
体験的なAED学習は救命率向上に資するもので

ある。学校教育における現状と、今後の充実に向

けた方針について伺う。 
 

 



傍聴者 配布資料 

一般質問通告書（総括） 
 

質問者氏名 和島 一行 所属会派名 ＭＵＫＯクラブ 

表題 質問事項（質問の要旨） 

１．ペット同行避難について  近年、ペットを飼われているご家庭が多いようで

あるが、災害時のペットの同行避難が話題になって

いる。前にも質問したように、災害時は人間優先で

はなくなり、ペットは家族同様、共に避難するのが

当たり前になってきている。因みに本市に登録され

ている犬の頭数は 2000 頭弱である。猫は登録制で

はないので不明である。そこでいくつか質問をす

る。 
 
１．今年の 1 月 26 日の防災訓練、避難所開設訓練で

ペット避難のブースがありましたが、その時は

実際にペットを用いてのことはなかったようだ

が、これから大きな災害に向けてもう一歩踏み

込んだペット同行避難訓練を頭数を制限して実

施すべきである。先進地への視察や府の防災訓

練にも出向いてもらって、あらゆるノウハウも

あるかと思うが、実施することで更に見えてく

る問題点は必ずあるはずである。ぜひ実施の方

向で協議していただきたい。 
 
２．京都府のホームページにペット同行避難が可能

な施設一覧が掲載されているが、乙訓地域では

本市だけが掲載されていないがどのような理由

で掲載されていないのか。市民がそれを確認し

たら疑問に思うのではないだろうか。 
 
３．災害時には人間も環境が変わることで体調の変

化は少なからずある。 
体調変化、管理のために合わせて医師の派遣も 

あるが、動物も当然、環境の変化に対応できない

動物も出てくるはずである。その時のために獣医

師会との連携、協定を結ぶ等も必要になってくる

のではないか。見解を伺う。 
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２．老人福祉センター琴の

橋、他について 
１．琴の橋会員と児童と交流事業は他の自治体から

も視察に来るほど評判が良いようだが、今年度

は難しいとしても、来年度から再開してもよい

のではないか。見解を伺う。 
 
２．各老人センター送迎バスの過去 3 年間の一便あ

たりの平均利用人数を伺う。 
  もし利用人数が少数（10 人以下）であるならば、

ワンボックスタイプのワゴンに変更してもいい

のではないか。見解を伺う。 
３．学校における安全対策に

ついて 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

今年 5 月 8 日に立川市の小学校で校舎内に侵入し

てきた男 2 人が教室に乱入し、職員室の窓ガラスを

割るなどして暴れ、男性教職員 5 人にけがを負わせ

た事件があった。各学校における不審者に対する具

体的な安全対策を訊く。 
１．各小中学校の授業中には正門は閉まっているの

だが、施錠はされていない。今回の立川市の事例

はなかなかまれなケースであると思うが大阪府

池田市の小学校と埼玉県の中学校のように、学

校に侵入し児童生徒、教職員を傷つけるなどの

事件が絶対にないとは限らない。不審者対応に

ついて学校側ではどのような対策を持っている

のか。具体的に訊く。 
 
２．向日町警察のスクールサポーターの方による侵

入者を想定した訓練を 5月 27日に実施したと聞

く。実施は、本番さながら緊迫した雰囲気であっ

たと聞く。このような訓練は最後の最後の対応

で、先ずは相手の姿が確認できるインターホン、

電気錠を設置するなどして不審者の侵入を防ぐ

ことが大事であると考える。見解を伺う。 
 

 



傍聴者 配布資料 

一般質問通告書（総括・分割） 
 

質問者氏名 杉谷 伸夫 所属会派名 明日の向日 

表題 質問事項（質問の要旨） 

 
１． （仮）京都アリーナ計

画の現状について市

長の見解を伺う 

 
 アリーナ整備の概要と、市民の疑問・懸念に対する

京都府の対策、考えが示されましたが、このまま建設・

開業すれば、市民生活への重大な悪影響は必至である

と考えます。 
 
●アクセス道路・周辺道路の交通渋滞 
●緊急車両への影響・対策 
●近隣住宅地への深刻な影響 
 
 その他多くの課題があります。個々の課題への見解

は不要ですので、このまま建設・開業した場合、市民

生活へ重大な悪影響があると考えますが、アリーナの

誘致を進めた責任者として、市長の見解を伺います。 
 

 
２．小中学校の改築・長寿命

化対策について 

  

  昨年度からスタートした第２向陽小学校の改築事業

をはじめ、小中学校個別計画に基づく学校施設の改築、

長寿命化対策の取組の現状と課題、今後の進め方につ

いて伺います。 

 

（１）第２向陽小学校改築事業について 

 第２向陽小学校の基本計画・基本設計に着手して、

１年以上が経ちます。小中学校個別計画に基づき最初

に改築が実施される第２向陽小学校は、今後のモデル

になると考えますので、以下質問します。 

 

①基本計画と基本設計を、今年度中をメドに進めると

聞いています。現在の進捗状況を説明してください。 

 

②どのような検討をしているのかを説明してくださ

い。また主な学校施設はどのような検討をしています

か。またその内容を、市民に公表して下さい。 
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③基本計画に学校関係者・地域関係者などの意見を反

映させることについて 

 

④基本計画案ができたら公表し、広く市民の意見を聴

くパブリックコメントを実施することについて 

 

⑤事業費の見込みについて 

 

⑥国の補助制度と向日市の実質負担について 

 

（２）第２向陽小学校以外の小中学校の改築・長寿命

化対策の予定について 

 個別計画では、勝山中学校は改築を行い、その他

の小中学校については、予防保全と長寿命化対策を

進めることとしています。 
 

① 勝山中学校の改築の予定について伺います。 
 

②長寿命化改修は、築４５年までをメドに実施が必要

とされていますが、余りに多くの施設があるので、と

うてい間に合わないと思われます。その他の小中学校

の長寿命化対策の予定について伺います。 

 

 
３．向日市マンション管理

適正化推進計画につい

て 
 

 
  去る８月２０日、向日市はマンション管理適正化推

進計画を公表しました。計画策定に至った理由・経過

と、計画の実行にむけた今後の取り組みについて伺い

ます。  

 

（１）分譲マンションの適正な管理は、所有者だけの

問題ではなく地域の課題であり、その支援が、向日

市行政の仕事であることが確認されたものとして

歓迎しますが、マンション管理適正化推進計画を急

いで策定するに至った理由と検討経過について説

明してください。 

 

（２）計画を実行するための具体的施策について、今

後どのようにお考えでしょうか。取り組みの予定に

ついて伺います。 
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一般質問通告書 

質問者氏名 丹野 直次 所属会派名 日本共産党議員団 

表題 質問事項（質問の要旨） 

１．タケの葉を白変させる害

虫被害から農家を支援する

ことについて 

① 京都府乙訓農業改良普及センターは、先月「たけの

こ生産者の皆さんへ」タケの葉を白変させるチョ 

ウ目の被害が拡大中・・」と警鐘した。「シナチク 

ノメイガ」の被害拡大によるとして、防除対策を 

呼びかけています。市は被害発生の状況をどのよ

うに把握されていますか。発生箇所と被害面積、農

家戸数（件数）を伺う。 

② 直ちに補助を要望します。駆除の方法には費用が掛

かるのですが農家の負担を軽減するための国や府

からの補助金を待っていては時間がかかることか

ら直ちに市からの支援策を要望します。 

③ 新たな市の支援を検討されるのでしょうか。高齢化

等によって手入れがされていない、できなくな っ

ているいわゆる「放置竹林」の現状からは薬剤効果

が薄く駆除対応を困難にします。「放置竹林」対策、

対応をどのようにされるのか。 
２．競輪場再整備とアリーナ

建設問題について 

① 本年１月に府予算に関する府道整備の具体的要望

項目として９項目をあげておられました。府から

はどのような回答か、進捗状況を市民に解る一覧

表（星取表）にして報告すべきです。京都府に対す

る来年度の「予算要望」はどのようにされるのか。 

② 向日消防署付近の府道整備の問題です。市民の生

命・財産を守る市民からの令和６年度向日消防署

の出場件数は何件あったのでしょうか。 
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 ③ アリーナ建設予定地の発掘された遺構について史

跡にして保存するように府と事業者に要請していただ

きたい。調査結果は府の文化財保護課に報告され、同

時にアリーナ建設契約事業者である伊藤忠グループに

も発掘調査の結果は連絡され保存形態が決定されると

の説明でしたが。 

３．ぐるっとむこうバスに敬

老乗車証を実現することにつ

いて 

➀遅くとも来年度の実施に間に合うようにどのような

取り組みをされるのか今後の予定は。  

②ぐるっとむこうバス事業実績について。利用乗客

数、収支の状況、運転免許証自主返納者の状況と 市

の対応は。 

③ 北ルートのバスは 9人乗りです。満杯になって乗

り残しの場合の「マニュアル」など何らかの対策を考

えているのか。改善策としてバスを一回り大きくでき

ないか。 

④ 先の向日市地域公共交通会議で市民代表委員か

ら、平日運行に加え、土・日祝祭日の体育館運行をす

べきといった要望が出された。私も全く同感です。市

としての意見はなかったがこの点について市はどのよ

うに受け止めているのか。 
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一般質問通告書（総括） 

  

 質問者氏名  長谷川 愛  所属会派名  日本維新の会 無所属の会  

表題  質問事項（質問の要旨）  

１．手話施策推進について 

  

  

 

  

  

  

   

⒈手話施策推進法の成立によって本市として更に、

普及啓発施策を行うのか伺う 

⒉東京デフリンピック 2025 大会での「たけのこり

ん」の活用について伺う 

⒊防災や災害時の情報伝達、教育現場での子どもた

ちの学びの機会などについて、条例はどのように

活かされているのか伺う 

 

 

 

 

  

２．防災・避難所開設訓練に

ついて  

  

  

  

 

⒈避難所開設訓練について、市民への周知のあり方

とこれまでの取り組みを、どのように評価されて

いるのか伺う 

⒉ 今後、地域住民が自主的に参加し、行政との連

携をシミュレーションできるような形での訓練

を検討してみるお考えがあるか伺う。 

⒊訓練を通じて市民全体の防災体制、防災意識を高

める仕組みづくりを進める考えは、あるのか伺う 
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一般質問通告書（分割） 
 

質問者氏名 近藤 宏和 所属会派名 MUKO クラブ 

表題 質問事項（質問の要旨） 

1．まちづくりについて 

 

 

 

 

 

 

未来に相応しい魅力と活力にあふれたまちへと再生

を図っていくことが重要である。 

① 近隣商業地域である府道向日町停車場線を多く

の予算をかけて車が通り過ぎる道路として整備

するのではなく、阪急東向日駅から市役所や競輪

場までの間を国土交通省の『まちなかウォーカブ

ル推進事業』を参考にして、『居心地が良く歩きた

くなる』ウォーカブルなまちづくりを目指されて

はいかがでしょうか。ウォーカブルの観点でこれ

まで、市ではどのような取組みがなされたか、ま

た今後どのような取組みが考えられるか伺いま

す。 

② 公園のボール遊びについて、全ての公園、全ての

時間帯でボール遊びを禁止するのではなく、柵で

分けたり、時間で分けたりする等柔軟な取組みが

できないか伺います。 

2．ふるさと納税について 

 

 

 

 

 

向日市の福祉の向上を持続可能なものにするために

は対応していくことが必要である。 

① 本市のふるさと納税の現状と想定される今後の

推移に対する見解を伺います。 

② 本年度実施された対策を具体的に教えてくださ

い。 

③ 向日市の商工会の発展にもつながるように、

「paypay 商品券」に加盟したり、返礼品に紙の「商

品券」を発行することにも対応していく必要があ

ると考えますし、泉佐野市のふるさと納税 3.0 を

参考にして、新たな産業を興すことも議論をして

いく必要があると考えます。本市の見解を伺いま

す。 
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3．5 歳児健診について 

 

 

 

 

 

 

近年、発達障がい等の早期発見・早期支援の重要性が

増しています。就学前の適切な支援はその後の成長

に大きな影響を与えることから、健康診査の充実が

重要である。 

① 本市でもより質の高い健診を目指し、5歳児検診

実施に向けて動き出していただきたいと考えて

います。本市の就学前の支援に関する現況と 5

歳児検診実施に対する見解を伺います。 

 



 

一般質問通告書（分割） 

質問者氏名 林 リエ 所属会派名    明日の向日 

表題 質問事項（質問の要旨） 

表題１ 

 

市民活動が

豊かな向日

市へ！ 

 

・自治会

（自主防災

会・市民防

災士） 

・市民活動

（かけは

し）の在り

方について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和 7 年「第 3 次ふるさと向日市創生計画」が示され今後 5年間の

本市の柱となる。 

施策分野 1：市民のまちづくり参加の仕組みの構築 

施策分野 6：災害対策・地域防災の充実が掲げられている。上記施策

について下記 5点質問する。 

１・市民活動を応援する補助金の対象について 

「向日市がんばる地域応援事業補助金」は自治会加入が条件だ。市民

の約半数は自治会に未加入である現状を踏まえ、自治会加入必須の条

件を続けるべきか、市の見解を伺いたい。 

２・ 自主防災組織の育成・支援について 

関係法令では「住民による自主防災組織の支援・育成」が市の役割と

されている。本市は現在具体的にどのような支援・育成行っているの

か、その結果どの様な成果が得れているのかを問う。 

３・ 自治会加入率低下への対策について 

自治会加入率はこの 5年で－8.5 ポイントとなり、市内加入率平均は

50％台。この現状に対して具体的な対策を考えているのか？今後の展

望を伺いたい。 

４・ 市民防災士の活用について 

地区防災計画書内には『自主防災会・地域ボランティア・婦人防火ク

ラブ』などが担い手として多く登場する。 

（１）『地域ボランティア』とはどの様な団体をさすのか？ 

今年で 3年目の京都府主催の防災士育成事業要項には「地域との連

携」が条件となっている。折角志高く市民防災士になってくださった

市民、また前職が専門職で防災士をお持ちの市民防災士同士の連携、

資格取得後の市民防災士の育生に本気で力をいれてはどうか。 

（２）①市が市民防災士同士が繋がれる場を設定することは可能か②

市民防災士が防災出前講座・出前授業へ市民防災士の活力を活かして

はどうか③年に一度実施されている市の防災訓練の企画・協力などへ

の参画 

５・ 向日市民協働センター『かけはし』の現状 

同センターは、市民公益活動を支援し、団体や個人の活動拠点となる

施設である。第 3次ふるさと向日市創生計画では取組目標に令和 5年

20 団体～5年間で 40 団体まで増やす目的が掲げられている。どの様

な施策で実現するのか、現状と課題と今後の展望を問う。 



 
表題２ 

 

災 害 に も 

強いまちを

目指して 

 

（個別避難

計画・福祉避

難所・避難所

開設・自宅避

難者との連

携について） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和 3 年 5 月の災害対策基本法改正により、個別避難計画の作成が努

力義務となった。本市では令和 5 年度の主要事業として 「避難行動

要支援者システム導入事業」に約 700 万円を投入し住民基本台帳と連

携させた実効性のある名簿を整備し個別避難計画の作成・管理を行う

ため、専用システムを導入した。要支援者の基準は市町村によって異

なるが、本市では他市より厳しい「要介護 4以上」等を採用。当初約

5,000 名以上いた対象者を、システム導入により約 710 名（うち施設

入所者 400 名を除くと 310 名）に絞り込み、まずは重度の要支援者に

集中して計画を進めると一年前に説明を受けた。 

また市内に福祉避難所が４つしかなく全く足りない現状に対しての対

策と、避難所開設に対しより万全な体制づくりが必要だ。避難所に避

難できない自宅避難を選択した市民の命の安全をどの様に守るのか？

早急に解決したい課題だ。「平時にやさしい地域は、災害時にもやさ

しい地域」言い換えれば、平時にできないことは災害時にもできない

という視点が重要と考えることから下記質問する。 

１ 難行動要支援者名簿及び個別避難計画の作成等に係る取組状況の

調査結果（2025.4）によると未策定の市が向日市のみだ。策定が進ま

ない理由と今後の課題を問う。 

２ 福祉避難所が全く足りない現状を鑑み、事前に避難所として活用

出来そうな場所を追加してはどうか？また事前に要支援者対象別に福

祉避難所を決定してはどうか？（障がい者・乳幼児・妊婦等） 

３ 福祉避難所と 10 年前に協定を結んだものの、その後の連携が全

くないことを昨年度の一般質問で指摘したが、その後現状はどうか？

また福祉避難所は増えたか？ 

４ 本市では福祉避難所は二次避難所として開設することとなってい

る。大規模災害発災時、一時避難所にきた福祉避難所対象者を誰がど

のように振り分ける予定なのかを問う。 

５ 現在、避難所開設は市長の指示の元、市の職員が開設することに

なっているが、大規模災害発災時、本市在住の職員が約 3割という現

状を鑑み、指定避難所管轄の自治会長等数名が開設スキルやカギを預

かっておく必要性を感じるが市の見解を問う。 

６ 以前の一般質問とも重複するが、現在本市は各部署が様々なアプ

リを導入することによる経費増に加え市民も利用しにくい。 

大規模災害に備え、市民の命と職員業務負担減に寄与するアプリ導入

は必須だ。本市としても住民福祉の増進のためにアプリの一本化によ

る経費削減と市民が利用しやすい体制に早急に整える必要性を感じる

が市の見解を問う。 

 

 



 一般質問通告書（総括・分割）

　　日本共産党議員団
  
質問者氏名 　　北林 智子  所属会派名

 

              　　
表題 質問事項（質問の要旨）
　　

1、酷暑が続く夏場の熱中症対 １、 猛烈な暑さから、市民の命と健康を守る熱中症対策につい  
  策について ての観点から質問する。 

   ① 生活保護世帯のエアコン設置の実態状況を伺う。

 ② 非課税世帯にも、生活保護世帯並みのエアコンの購入補助 

  ができないか。

  

２、高齢者や障がい者世帯、非課税世帯に対して、夏季電気代 

  の補助制度ができないか。

  

３、今年は、異常な物価高騰と酷暑で、大抵の家庭が電気代を 

心配されている。これは、国において補助制度を創設するべき 

  と考える。本市の見解と国、府への働きかけについて聞く。

  

４、外出時の暑さ対策として、市内の各駅にミストシャワーを 

 つけてほしいとの要望を聞いている。阪急東向日、西向日、洛   
西口駅とJR向日町駅にミストシャワーを設置をすることを検討   

    して頂けないか。        

    
５、この間、学校などの市内公共施設で、エアコンの故障や不 

具合が相次いでいる。 子どもたちや利用者さんをはじめ、そこ 

で働く職員の健康に大きな影響を与える。迅速な修理、更新な 

  どの対応が必要である。本市の対策について伺う。

２、小中学校の給食無償化など 　政府より、小学校給食無償化を令和8年度実施、中学校への拡

、 。について 大についても できる限り速やかに実施すると発表されている 

  　本市としての給食無償化導入への見解について伺う。 

  

 ① 来年度からの実施に向け、国からの具体的な説明はあった 

  のか。

  

 ② 来年度から国で実施する場合について、本市の小学校無償 

化の実施に向けた進捗状況を伺う。
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   ③ まずは、小学校からを念頭に令和8年度から実施されるとい

うことであるが、本市で実施する際には、本市独自に中学校も 

  同時に無償化を実施して頂きたいがいかがか。 

  

 ④ 本市は、物価高騰による学校給食費の値上げ相当額を公費 

で負担し、保護者負担額を引き上げることなく給食を提供され 

てきた。来年度、給食無償化が間に合わなかった場合、長引く 

物価高騰の家計負担を抑えるためにも今年度同様、給食費の値 

上がり分について、引き続き保護者負担を軽減していただきた 

  いがいかがか。

３、子どもの医療費を高校卒業  向日市では、令和6年1月から、子どもの医療費が入院は高校卒

までの通院分も無料にすること 業まで、通院が中学卒業まで無料と助成が拡充されてきた （通。

について 院は、一部自己負担200円あり）さらに拡充し高校卒業までの通 

  院も無料にすることについて伺う。

   
① あと1歩、子育てを応援する向日市として、特に教育費など  

、 お金がかかるこの時期に誰もが安心して医療が受けられるよう

高校生の通院も無償（自己負担200円）へ拡充することについて 

  伺う。

  

 ② 高校卒業まで、無償になった場合の対象者の人数と、かか 

 る費用について伺う。

４、障がい者の就労施設通所の  当事者の方からは、根強い要望がある。工賃の中から、交通費

 交通費助成をすることについて がかかれば、手元に残るお金はわずかになる。

 工賃は、利用者さんにとって単にお金がもらえるという意味だ

けではなく、自分の働きが価値を生み出していると実感を得る

きっかけにもなり、利用者さんの自立や生活向上に繋がる大切

 な役割を担っている。

 懸命に働く障がいのある方の、経済的負担軽減、働く気持ちを

応援するために、また、障がいがあってもなくても「個人の尊

厳」や「基本的人権」を守る観点からも、本市として、通所に

 かかる交通費の助成を早急にしていただきたいがいかがか。
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傍聴者 配布資料 
一般質問通告書（総括質問） 

 

質問者氏名 青山まゆみ 所属会派名 日本維新の会・無所属の会 

表題 質問事項（質問の要旨） 

１．京都府の医療機関等経営

改善支援事業費について 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

医療機関等経営改善支援事業費として１０億７００

万の予算を府が決定されました。地域の医療・介護

体制を確保する為医療需要の変化等の影響を受けて

厳しい経営状況にある医療等への支援を実施するも

のであります。 
これらについて質問させて頂きます。 
 
質問① この新規事業について本市は市内の医療機

関等に周知されるお考えはあるのか。また、どの様

に周知されるのか伺います。 
質問② 本市の訪問介護事業所と医療機関の経営の

状態をどれくらい把握しておられるか伺います。 
質問③ 本市の訪問介護事業所と医療機関の課題は

どのようなものがありますか。伺います。 
質問④ 訪問介護事業所の予算が不足であるとお考

えなら事業費の増額を府に要望して頂くことは可能

でしょうか。 
また、要望にあたるにはどのような調査や資料が必

要かも教えてください。 
質問⑤ 本市の訪問介護事業所の人材確保の為の新

たな支援のお考えあれば伺います。 
質問⑥ 国は医療機関にベット数を減らす要望をし

ています。この要望に対してどの様にお考えか伺い

ます。 

２．生活保護の実情について 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

令和 2年から令和 6年の間で申請者はほぼ毎年減少し

ています。昨今の物価上昇も鑑み生活保護費やサービ

スが本当に必要な方に届いているか等について質問

します。 
 
質問① 申請の類型ではほぼ毎年その他が多いです

が、その他の類型はどのような方々なのでしょうか。

伺います。 
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 質問② 令和 2 年から令和６年の間で生活保護受給

を取り下げた方は何人おられますか。その内就労さ

れた方は何人でその方々のアフターケアはされてい

ますか。伺います。 
 
質問③ 生活保護世帯で家族介護料を支給されてい

る方は何人おられますか。その方々の支給漏れはな

いかも伺います。 
 
質問④ 生活保護の方が家族介護されているその介

護者が心身の負担にならないように、被介護者の

方々には適切なサービスがされているか伺います。 
 
質問⑤ 昨年度は入院扶助費が増えています。今後も

この様な傾向は増えると予測されますが、本市の対

策はおありでしょうか。伺います。 
 

３．ハチの対策について 
 
 
 
 
 

ハチの対策は充実しているか 
 
質問① 市民から、川べりや近隣家屋の点検依頼があ 
ったら、本市はどこまで対応されていますか。伺い

ます。 
 
質問② 京都市では、家屋のスズメバチの巣の駆除に

ついては業者に依頼者が一部負担するサービスをさ

れていますが、本市もこの様なサービスを実施して

頂くことは可能でしょうか。伺います。 
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一般質問通告書（総括・分割） 

 

質問者氏名 米重 健男 所属会派名 日本共産党議員団 

表題 質問事項（質問の要旨） 

1，タワーマンションについ

て 

JR西日本は 8月 26日の着工を発表した。橋上駅舎

は 10 月 18 日から利用開始で、当初予定の夏頃より

遅れる。総費用 206億円うち補助金 58億円、保留床

処分金 142 億円、その他 6 億円。142 億円÷340 戸

=4100万円。桂川駅・洛西口駅周辺マンション価格相

場 6000万円～7000万円。府内初駅直結タワマン 7000

万円台として 3000 万円／戸×340 戸=102 億円。102

億円-駅 JR西日本負担分３億円=JR西日本収益約 100

億円。負担は大きい。 

１，手続き 

JR 向日町駅再開発亊業におけるタワーマンション

建設に関する特定行政庁はどこになるのか。 

２，工事 

１，工事時期の重複期における生活環境への影響 

工事関係車両用が近隣民間駐車場を使用されてい

るが、地域住民が使えない。どの様な対策をするか。 

２，周辺対策 

高層マンションは電波障害や風害の影響が出る

が、説明は「工事にともなう影響」のみで丁寧な説明

とは思えない。説明責任をどの様に果たすのか。 

３，まちづくり 

 人流の変化で駅西側の経済活動が低調となる懸念

がある。向日町駅西側の活性化をどうするか。 

４，JR向日町駅西側の工事 

１，歩行者の安全対策及び円滑な交通の確保 

１，自転車通行 

歩道走行、車道を逆走する等が危険である。 

道路形状の変更の際に対策を行えないか。 

２，送迎等の乗降への影響 

駅前には送迎用自家用車、バスが乗り入れている。

影響を最小限に抑える対策はどうか。 
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 ２，公共交通機関利用者の利便性の確保 

エレベーターと階段のみの期間があり、高齢の方

からは上り下りがしんどいと聞く。エスカレーター

と階段の同時供用開始はできなかったのか。 

２，まちづくり協議会につい

て 

市の職員も関与しているが、そこで協議されてい

る内容については市民がうかがい知ることはできな

い。現在どの様な内容の話が進められているか。 

１，寺戸北地区まちづくり協議会について 

２，鶏冠井・上植野まちづくり協議会について 

３，防災について 地球沸騰化の影響により局地的豪雨災害や山林火

災などの発生が増加傾向にあり、南海トラフ地震を

はじめ都市部での大規模震災も警戒され、市民の関

心も高まっている。 

１，京都府地域防災計画の令和 7 年度改定 

京都府地域防災計画令和 7 年度改定案が承認され

た。本市の防災計画への反映のスケジュールを聞く。 

２，総合防災訓練 

大規模発災時を想定した実践的な訓練は、体験を

通じたスキル向上をもたらし、防災力の向上につな

がるが、参加者数は限られている。自主的な参加者を

増やす取り組みが必要である。劇場型総合訓練は、市

民の関心を高める。隔年程度で設けてはどうか。 

３，避難所トイレ 

国際赤十字の「スフィア基準」で、一時受入れに必

要なトイレ数は 50人に 1基、中長期で 20人に 1基、

男女比率は１：３である。本市では想定避難者数 100

人に 1基、府と市で共同備蓄であるが、基準からは不

足している。男女比は、トイレの考え方が広まる以前

の施設であり基準を満たしているとは考えにくい。 

１，想定避難者数 20人当たり 1基の基準の採用 

２，本市の災害時に使用可能なトイレの男女比率 

４，災害時におけるペットの避難 

京都府「避難施設カルテ」及び本市 HPのいずれで

も不可か不記載である。京都府「ペット同行避難が可

能な施設一覧」でも向日市の避難所は見当たらない。

本市のペット同行避難の対応を聞く。 
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一般質問通告書（総括・分割） 
 

質問者氏名 松本 みゆき 所属会派名 日本維新の会 無所属の会 

表題 質問事項（質問の要旨） 

１．向日区の楠の大木の安全

対策について 
 
 
 
 
 
 
 

向日区に所在する楠の大木は、近年民間事業者に所

有が移り現在は住民の安全確保と樹木保全をめぐっ

て意見が分かれている。倒木や落枝は人身・物損事故

の危険があり、地域防災上の課題となっている。市と

しては、住民の安心安全を最優先に、事業者と地域住

民の調整役を担い、伐採・剪定などの適切な安全対策

を検討・支援すべきであると考え伺う。 

１．これまでの当該大木の管理状況をどのように把

握されているか？ 

２．地域の安心・安全を確保するために、状況によ

っては伐採・剪定などの対応が必要と考える。本

件について、管理者と地域住民との間で意見が分

かれている現状の中で、市としてはどのように調

整・関与を行っていく必要があるとお考えか。 

３．例えば各小学校のＰＴＡが作成している通学路安

全マップのように、台風や地震などによる倒木が

生じた際は、通行に支障をきたすと予想される道

路について、公表してはどうか。 
２．留守家庭児童会へ入会で

きない世帯への支援と子どもの

居場所の確保について 
 
 

昨年度より小学校５・６年生の児童については夏休

みなどの長期休暇期間に限って、公民館やコミュニ

ティセンターを活用した居場所づくりを実施してい

ただいている。しかしながら、現実には１年生から

４年生までの児童であっても、留守家庭児童会に入

ることができない世帯が少なくなく、「低学年の子

どもも受け入れてもらえないか」という切実な声が

多く寄せられている。 

１．この夏休みにおける、公民館やコミュニティセ

ンターを活用した５・６年生の受け入れ状況につい

て、市としてどのように評価されているのか。利用

実績や課題について具体的にご説明願う。            
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２．もし受け入れに一定の余力があるのであれば、

今後 留守家庭児童会に入会することができなか

った１年生から４年生の児童についても、同様の

自習室を開放するなど、幅広い学年に対して支援

を拡充していくお考えはないか。 

３．あわせて、公共施設に限らず、例えば大型のシ

ョッピングセンターや民間企業との共創によって

子どもの自習室やまた居場所を確保できる可能性

について、市が主体的に声かけや調整を行うこと

はできないか。地域の企業と連携して取り組むこ

とで、より柔軟で多様な居場所づくりが実現でき

るのではないかと考えるが、市としてどのように

お考えか。 
３．子どもの育てにくさ・子ども

の虐待防止等について 
 
 
 
 
 

１.妊娠届が未提出の妊婦等への支援について 

(1) 妊娠届が提出されていない妊婦さんは特にあらゆる

面で困難な状況に置かれていることが推察される。社

会情勢が大きく変化している中で、行政としてその点に

ついてはどのような課題があると考えているか？ 

2．虐待防止に向けた支援について 

（１）育てにくさを感じる世帯への支援強化について 

育てにくさを感じる世帯への支援を強化するために、本

市の子育て支援拠点のうち少なくとも１か所を、発達支

援に専門的な知識を持つ専門員を常時配置した拠点

とするなど、新たな仕組みを整備できないか。 

（２）夜間保育への支援の強化について 

本市として、夜間保育を担う事業所に対して支援メニュ

ーの拡充など、持続的な運営を可能にするための支援

強化を検討できないか。 
４. プレコンセプションケアと教

育的アプローチについて 
京都府が策定している「きょうとプレコン」の施策において

は、①正確な情報を持ち判断できる②他者と自分の双

方の心身・性を大切にできる③性の多様性・個別性・平

等性を尊重できる④頼れる人や場所(機関)が複数ある、

との４つの到達目標を掲げられており、教育内容や成果

評価をより具体的に示す予定である。 

（１）これらについて市としてどのように考え、具体的には

どのように取り組み推進していくお考えか？ 

（２）性の多様性については心の性の問題、体の性の問

題を含め多岐にわたるものであるが、現在本市にお

いて学校現場ではどのように取り組んでいるか？ 
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一般質問通告書（総括） 
 

質問者氏名 村田光隆 所属会派名 日本維新の会 無所属の会 

表題 質問事項（質問の要旨） 

１．マダニにご注意を 

 

 

 

 

 

 

マダニが媒介する感染症が全国で広がっている。 

7 月には府南部で初めて感染が確認された。 

致死率が高く、かまれないための注意喚起をお願いした

い。 

２．新型コロナウィルス「ニンバ

ス」への注意喚起を 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

各報道機関によると、この夏新型コロナウィルスの感染者

が増加している。 

オミクロン株から派生した「ニンバス」と呼ばれる変異型が

主流で、カミソリを飲み込んだような鋭い痛みが特徴とい

う。 

 

日経新聞電子版によると、国内で流行している原因の一

つは、猛暑で締め切った部屋で冷房をつけ、換気が悪くな

っていることに加え、夏休みシーズンで人の動きが活発に

なり、感染に気付かないまま旅行をして広がっているとの

ことであった。 

また暑さ続きで免疫力が低下していることもあげられてい

る。 

 

ニンバスも手洗い、消毒とマスクの着用、換気等従来の

感染症対策が重要であると指摘されている。 

 

数年にわたる「コロナ疲れ」で感染対策がおろそかになっ

ている昨今、今一度注意喚起をお願いしたい。 
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３．Windows10 のサポート期限

が近づいてきた 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

10 月 14 日に Windows10 のセキュリティ更新が終了する。 

Windows10 から Windows11 へ更新しなければ、新たな不

具合が見つかっても修正されなくなり、パソコンの乗っ取

りや情報漏洩の危険が高まることになる。 

 

しかし初期の Windows10 のパソコンは Windows11 に移行

するための性能が足りず、更新できないことが多い。 

更新できないパソコンは買い替える以外に方法はない。 

 

有料の拡張セキュリュティ更新プログラムが提供される予

定ではあるが、あくまで延命措置である。 

本 庁 舎 内 あ る い は 各 施 設 、 学 校 に あ る パ ソ コ ン で

Windows11 に移行できないものはあるのか、どのように対

応しているのかお聞きする。 

 

本市の公共工事を請け負っている事業者や業務委託して

いる会社、指定管理者制度で委託している協会や法人は

どのように対応されているのかお聞きする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


